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要旨 

  

雲粒スペクトロメータを東京スカイツリー（高さ 634m の電波塔）の高度 458m に設置し

て、下層雲の雲粒粒径分布の連続観測を行っている。本報告では、2016 年６月から 12 月に

観測された、雲粒粒径分布に関連するパラメータの平均的な特徴を示す。ドリズルを含ま

ない下層雲における雲粒数濃度（Nc）、雲粒平均直径、雲粒有効直径の平均値はそれぞれ

213cm-3、7.3μm、9.5μmであり、過去に報告された大陸性下層雲の値に近い。また雲水量（LWC; 

gm-3）、Nc（cm-3）、レーダ反射因子（Z；mm6m-3）の関係は、決定係数（R2）0.93 で LWC = 

0.17Nc
0.50Z0.45で近似することができた。観測された雲粒粒径分布は対数正規分布を当てはめ

ることができ、そこから推定された雲粒直径の中央値の平均は 6.6μmであった。 


